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■ 第 6 回　日本心臓核医学会賞技術部門賞のご案内

日本心臓核医学会では、2012 年より日本心臓核医学会賞に技術部門を創設しました。本賞は、心臓核医学技術

に関する領域で興味深い演題発表を行い、今後もこの分野での活躍が期待できる方を顕彰する事を目的としていま

す。今年度も 6 回目となる「学会賞技術部門」の募集を行い、第 27 回日本心臓核医学会学術大会（2017 年 6 月 16

日､ 17 日に東京で開催）において「学会賞技術部門賞」を贈呈いたします。

昨年度は技術部門の募集要項と選考方式を変更し､ 従来よりも応募しやすい形にしました。今年度も同様の方法

での選考を予定しています。以下が概要です。

（1）学術総会での技術系の一般演題の応募演題のなかから学会賞技術部門の候補演題がノミネートされる。

（2）  応募時に受賞候補となることを承諾されている演者のなかから候補者が選ばれ､ 選考過程にエントリーされ

る。この時点で日本心臓核医学会の会員でない方は入会をして頂く。

（3）  候補者は以下の追加書類の提出が必要となる。①今回の発表演題の内容を日本語でまとめたもの（図表の使

用可）、②履歴書、③これまでの核医学の臨床、教育、研究歴を簡潔にまとめたもの（文字数などの詳細は

別途大会事務局から通知）。

（4）  候補者が多い場合には学術大会前に選考委員による予備審査が行われる。候補として選ばれた演者は当日発

表を行い、内容と質疑応答を選考委員が評価し、受賞論文を決定する。発表と質疑応答は日本語で行われる。

（5）  選考による受賞者は本学会の和文誌である“心臓核医学”の 2018 年 1 月号に受賞内容と関連する原著論文

もしくは総説を提出することが求められる。心臓核医学への論文は和文による執筆となるが、250 words 以

内の英文抄録の添付が必要である。

別途の業績目録や推薦状の提出などの必要はありません。どうぞ奮ってご応募ください。

＜過去の日本心臓核医学会賞技術部門の受賞内容と受賞者＞

第 1 回　心筋 SPECT 画像の三次元解析　西村圭弘

第 2 回　心筋 SPECT 画像の標準化および動物実験モデルに関する研究　小野口昌久

第 3 回　心臓核医学検査における SPECT 画像の画質向上に関する研究　高橋康幸

第 4 回　心臓核医学領域における time-of-flight PET の有用性に関する研究　須田匡也

第 5 回　胸部 X 線画像との融合画像を用いた MIBG 心筋シンチグラムにおける心臓縦隔

比の半自動測定システムの開発　小保田 智彦

The 6th Technical Award of The Japanese Society of Nuclear Cardiology

橋本　順
Jun Hashimoto, MD

東海大学医学部　専門診療学系　画像診断学
Department of Radiology, Tokai University School of Medicine.
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■ 日本心臓核医学会投稿規定

2016 年 7 月 15 日

1）投稿者は原則として日本心臓核医学会会員に限るが、編集委員会で承認された場合はこの限りではない。

2）‌掲載後の論文の著作権は日本心臓核医学会に属しその全部または一部を如何なる方法によっても無断で出版、

複製してはならない。

3）本誌の採択原稿は J-STAGEにも掲載される。

4）自施設あるいは個人のリポジトリーへの掲載を認める。ただし、本誌の出典情報（年号、巻、頁）を記載すること。

5）‌原稿の内容は心臓・循環器および放射性同位元素の医学応用にかかわる研究およびこれに関連する分野で、外

国誌を含めて他誌に未発表のものとする。

6）基礎および臨床研究のいずれにおいても、疫学および臨床研究倫理に十分配慮されたものとする。

・原　　著：独創性に富み、目的、方法、結論の明確な研究

・症例報告：心臓核医学診断が有用であった臨床症例をまとめた報告

・短　　報：独創的ではあるが部分的または断片的な研究を簡潔な報告

・技術報告：心臓核医学に関する技術、装置、医薬品等をまとめた実用的な報告

・総　　説：学会のシンポジストや講演者等に総説を依頼したものとする。なお、総説の投稿も受け付ける

・編集者への手紙

・その他の寄稿、資料等

7）原稿の採否、掲載順序、項目は編集委員会で決定する。

8）‌投稿原稿のファイル形式：本文ファイルはMicrosoft Word、rtf フォーマット、図表ファイルはMicrosoft

Word、Excel、Power Point とし、編集委員会に電子メールで送る（宛先：editor_nuclcardiol@jsnc.org）。原稿デー

タは 10MB以下で送付し、10MBをこえる場合は事前に事務局に連絡すること。

9）執筆上の注意

（1）原稿は和文または英文とし、A4 判、横書きで作成し、余白および行間を十分に空ける。

（2）‌和文の場合は、本文には希望項目、題名（和文および英文）、著者名と所属（和文および英文）、連絡先（郵

便番号、住所、電話、e-mail）、キーワード（英語 5語以内）、和文要旨（400 字以内）、英文要旨（300 語以内）、

本文、引用文献、表（英文）、図の説明文（英文）の順に記載し、タイトル頁から各頁に通し番号を入れる。

要旨は、原著、短報、技術報告の場合には、目的、方法、結果、結論をおのおの簡略に記載する。症例報告は、

症例の要旨（400 字以内）を簡潔に記載する。

英文の場合は上記の各項目のいずれも英文で記載し、原著論文のAbstract は、Objective、Methods、

Results、Conclusion を記載する。症例の abstract は 300 語以内で記載する。

（3）‌図表および写真は鮮明なものとし、jpeg、tiff、png とする（300dpi の解像度が望ましい）。なお、図表内の

文字およびその説明には英文を用いる。図表の転載が必要なときは、著者の責任において転載許可を得た

うえで記載する。

（4）‌放射性医薬品名については本文中で最初に記載するときに、化学名（日本語または英語）を記載し、略称はかっ

こ書で付記する。核種の表記は元素記号の左肩に質量数を書く（例 99mTc）。

（5）引用文献について

a）記載順序は引用順とし、［1］、［1-3］の形式で引用する。

b）欧文雑誌は、Index Medicus にならい、著者名は 6名まで記載し以下は et al. とする。

例：‌Yamasaki Y, Nakajima K, Kusuoka H, Izumi T, Kashiwagi A, Kawamori R et al. Prognostic value

of gated myocardial perfusion imaging for asymptomatic patients with type-2 diabetes: The

J-ACCESS 2 investigation. Diabetes Care 2010; 33: 2320-6.
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